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核融合炉ダイバータ装置の熱負荷軽減のた

め，非接触再結合プラズマの理解が重要である．

再結合プラズマの生成で重要と考えられる分

子活性化再結合の反応速度係数は，分子の振

動・回転状態によって大きく異なる．そのため，

我々は分子の振動・回転状態を区別した水素中

性粒子輸送コードの開発を進めてきた[1]． 

本研究では，核融合原型炉JA-DEMO[2]に軽

水素の中性粒子輸送コードを適用して計算を

行った．さらに現在，重水素を対象とした中性

粒子輸送コードの開発を進めている． 

軽水素中性粒子輸送コードによるJA-DEMO

の計算では，トーラスの主軸を中心とした36度

の範囲を計算領域とし周期境界条件を適用し

た．粒子源はダイバータ板から放出される原子

および分子，およびプラズマ中でH+と電子が再

結合して生成される原子とした．電子やイオン

の温度や密度，ダイバータ板へのイオン流束は，

統合ダイバータコードSONIC[2]で求められた

データを使用した．ダイバータ板（タングステ

ン）から放出される原子と分子の割合，原子・

分子の運動エネルギー・放出角度，分子の振

動・回転状態については，タングステン壁に水

素イオンが入射した場合の分子動力学計算の

結果[3]を用いた．放出される原子・分子の割合

は，原子が約85％，分子が約15％である．追跡

中の原子が容器壁に衝突した際，再放出する原

子・分子の割合や原子の運動エネルギーは，

TRIMコードによる計算結果を用いた．図１に

装置下部におけるポロイダル断面上の原子お

よび分子の密度分布を示す． 

重水素中性粒子輸送コードは，軽水素中性粒

子輸送コードを元に開発を進めている．各種弾

性散乱の組み込みは完了し，重水素分子衝突輻

射モデルを用いた非弾性衝突に関するデータ

テーブル作成と中性粒子輸送コードへの組み

込みを進めている． 

学会では，これらのコードの開発状況につい

て詳細を発表する予定である． 

 

 

図１ (a)原子および(b)分子の密度分布 
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